
＊＊＊ 三春牛乳のあゆみ ＊＊＊ 

（農協のあゆみ 御木沢農業 43 年の記録 より抜粋）

 昭和 30年 ○ 斜陽化しつつあった養蚕・葉たばこにかわって、酪農を新規作自として導入するた

めの基盤固めとして牛乳加工事業を調査検討。

 昭和 31年 ○ ミルクプラント事業準備（第８回通常総会）（4月 11 日）

 昭和 32年 ○ 牛乳加工工場創業（総工事費 500 万円・自己資金）（９月 10 日） 

○ 新農村建設事業の補助金を受けて三春ミルクプラントを三春駅前に建設して創業。

ブランド名を「三春牛乳」とする。（９月） 

・創業当時の日産 3,000 本 

・主な販売先　郡山生活協同組合 

・郡山清水台に出張所開設

 昭和 35年 ○ 郡山市赤木出張所開設

 昭和 36年 ○ 郡山第２出張所、阿弥陀町に移転（11 月）

 昭和 37年 ○ 実験酪農着手・整地（２月 14 日） 

○ 実験酪農場起工（4月 26 日） 

○ ミルクプラント５周年式典

 昭和 39年 ○ ミルクプラント機械大幅更新 

○ 雪印委託製造開始、森永併売中止

 昭和 40年 ○ 雪印の委託製造県内分となる。設備投資続く。

 昭和 41年 ○ 二本松営業所開設（1月）

 昭和 42年 ○ 猪苗代営業所開設 

○ 会津営業所開設（9月）、11 月に東山に移転 

○ 乳牛基礎牛の貸付け始める。

 昭和 43年 ○ 雪印の委託製造解除（11 月） 

○ ミルクプラント 12,000 本ライン完成 

○ テトラパック製造開始

 昭和 45年 ○ 達南酪農組合川俣プラント「ヘルス牛乳」施設・営業権買い取り、福島営業所（川俣）

開設（2月）

 昭和 47年 ○ 牛乳、いわき取扱開始 

○ 農協プラントの合併研究開始

 昭和 49年 ○ 牛乳加工事業を県酪連（福島県酪農販売農業協同組合連合会）移管を決議

 昭和 50年 ○ 牛乳加工部、県酪連へ移譲（４月１日） 

○ 県酪連乳業部郡山工場創業開始（12月） 

○ 全国公募によりブランド名を「酪王」と決定（12月）


